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�■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
が

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
影

響
で
二
％
の
増
、
固
定
資
産
税

も
一
・
九
％
の
増
だ
が
、
景
気

悪
化
の
影
響
で
法
人
市
民
税
が

十
三
・
八
％
も
の
減
と
な
っ
た
。

地
方
譲
与
税
は
道
路
特
定
財
源

の
暫
定
税
率
が
一
カ
月
失
効
し

た
こ
と
に
伴
い
、
二
・
三
％
の

減
の
ほ
か
、
各
交
付
金
に
つ
い

て
も
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
か
ら
の
訴
え
で

一
泊
ど
ま
り
の
自
治
会
長
会
議

は
自
粛
し
た
が
、
金
杯
の
記
念

品
も
見
直
す
べ
き
だ
っ
た
。
ま

反
対
討
論

反 
対 
討 
論

め
バ
ス
の
安
全
性
や
接
遇
の
悪

さ
は
市
の
指
導
不
足
が
要
因
の

一
つ
で
あ
り
、
今
後
名
誉
挽
回

に
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
関
宿

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
和
解
金

三
五
〇
万
円
は
日
常
的
に
市
民

と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
れ
ば

裁
判
に
も
な
ら
ず
支
払
う
必
要

が
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

民
生
費
で
は
、
民
生
委
員
の

名
前
を
公
表
し
て
い
な
い
地
域

は
委
員
が
誰
な
の
か
分
か
ら
な

い
状
態
で
あ
り
、
公
平
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
行
き
渡
り
に
く
か

っ
た
と
指
摘
す
る
。
Ｄ
Ｖ
施
策

の
住
宅
入
居
事
業
を
い
く
ら
Ｐ

Ｒ
し
て
も
利
用
が
全
く
な
い
の

な
ら
、
自
立
支
援
に
向
け
た
新

た
な
事
業
を
講
じ
る
べ
き
だ
っ

た
。
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
仕
事
量
が
国
基
準
を
は
る

か
に
超
え
て
お
り
、
職
員
を
増

や
す
べ
き
で
あ
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
ご
み
袋
を
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
交
換
す

る
事
業
は
、
ご
み
減
量
に
対
す

る
市
民
意
識
の
向
上
と
事
業
費

負
担
か
ら
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

不
燃
物
処
理
施
設
整
備
も
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
で
行
う
計
画
を
進
め
る

な
ど
問
題
だ
ら
け
だ
っ
た
。
水

余
り
現
象
が
あ
る
中
、
八
ッ
場

（
や
ん
ば
）
ダ
ム
へ
の
出
資
は

再
検
討
す
べ
き
だ
っ
た
。

　

土
木
費
で
は
、
大
型
公
共
事

業
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
を
図
り
、

で
こ
ぼ
こ
道
路
の
整
備
な
ど
に

比
重
を
か
け
る
べ
き
だ
っ
た
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
が
可
能
な

の
で
、
川
間
駅
北
口
駅
前
整
備

を
東
武
鉄
道
に
強
く
交
渉
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
岩

名
一
丁
目
の
ケ
ヤ
キ
八
本
を
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
に
植
え
替
え
た
が
、

街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
住

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ケ
ヤ
キ

並
木
を
壊
す
こ
と
は
街
の
評
価

を
下
げ
る
こ
と
に
も
な
り
反
対

す
る
。
市
営
住
宅
は
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
そ
の
必
要
性
を

認
め
て
整
備
計
画
を
つ
く
る
べ

き
だ
っ
た
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
士
の
充

足
率
を
高
め
、
体
制
を
強
化
す

べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
費
で
は
、
子
供
た
ち
を

競
争
に
駆
り
立
て
る
全
国
学
力

テ
ス
ト
は
や
め
る
べ
き
だ
っ
た
。

校
舎
・
体
育
館
の
耐
震
補
強
事

業
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
耐
震

化
や
建
物
整
備
を
行
う
春
風
館

道
場
整
備
は
学
校
施
設
の
耐
震

化
も
未
整
備
な
ま
ま
に
、
こ
の

よ
う
な
費
用
負
担
が
生
じ
る
こ

と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。
学
校

施
設
は
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
の
大
き
な
役
割
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
差
し
置
い
て
進
め
る

べ
き
事
業
で
は
な
か
っ
た
と
指

摘
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

市
民
の
生
活
実
態
か
ら
見

て
、
高
過
ぎ
て
払
い
き
れ
な
い

保
険
税
に
問
題
が
あ
り
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る

よ
う
減
免
制
度
の
活
用
や
市
独

自
の
繰
入
金
を
増
や
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
資
格
証
の
発
行

は
原
則
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

　

今
後
保
留
地
処
分
が
進
む
と

は
思
え
ず
、
処
分
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
市
の
塩
漬
け
用
地
と

な
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
十
九
億
五
千
万
円
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
市
民
に

説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
問
題
で

あ
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

制
度
そ
の
も
の
が
悪
法
で
多

く
の
国
民
か
ら
怒
り
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
天
井
知
ら
ず
に

上
が
っ
て
い
く
保
険
料
を
す
べ

て
の
高
齢
者
か
ら
取
り
立
て
る

一
方
、
制
限
さ
れ
た
差
別
医
療

を
押
し
つ
け
る
も
の
で
、
制
度

の
廃
止
を
求
め
反
対
す
る
。

　平成20年度各会計決算の審査に当たっては、

10人の委員で構成する決算審査特別委員会を設

置し、9月17日から3日間にわたり慎重な審査を

行い、すべての会計決算を認定しました。

平成２０年度各会計決算を認定

歳出総額は724億3,654万4千円

決算審査特別委員会

　決算審査特別委員会の委員は、次の

とおりです。

委 員 長　　鈴木　　有

副委員長　　藤井　　正

委　　員　　内田　陽一　中井　洋子

　　　　　　中村　利久　岡田　文雄

　　　　　　千久田祐子　小俣　文宣

　　　　　　添田ひろ子　高梨　　守
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歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
根

幹
を
な
す
市
税
は
、
個
人
市
民

税
が
二
％
の
増
、
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
も
一
・
九
％
の
増
と

な
っ
た
が
、
法
人
市
民
税
が
景

気
の
急
激
な
悪
化
か
ら
十
三
・

八
％
の
減
と
な
り
、
全
体
で
は

前
年
度
実
積
を
確
保
す
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
道
路
特
定

財
源
の
暫
定
税
率
が
一
カ
月
失

効
し
た
こ
と
等
に
伴
い
二
・
三

％
の
減
、
地
方
消
費
税
交
付
金

賛
成
討
論

賛 
成 
討 
論

審査風景

は
七
・
四
％
の
減
、
配
当
割
交

付
金
は
企
業
収
益
の
悪
化
や
株

式
市
況
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、

五
十
七
・
六
％
の
減
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

　

収
入
率
に
つ
い
て
は
、
予
算

現
額
に
対
し
九
十
一
・
〇
七
％

で
、
十
九
年
度
よ
り
七
・
〇
八

ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

調
定
額
に
対
し
て
も
九
十
四
・

四
三
％
で
、
十
九
年
度
よ
り
〇

・
二
ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
が
、
不
納
欠
損
額

は
一
億
二
八
二
八
万
七
七
六
四

円
で
あ
り
、
前
年
度
よ
り
一
億

四
三
〇
二
万
五
八
〇
円
も
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
環
境
が
厳

し
い
中
、
関
係
者
各
位
の
努
力

の
成
果
で
あ
り
評
価
す
る
。

　

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構

成
比
は
、
六
十
六
・
二
八
％
対

三
十
三
・
七
二
％
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
自
主
財
源
が
一
・

二
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

十
八
年
度
と
比
較
し
て
も
三
・

八
九
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
で
あ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
当
局

の
努
力
が
見
ら
れ
る
。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
債

務
を
抑
制
す
る
と
し
て
市
債
発

行
限
度
額
を
設
定
す
る
方
針
を

堅
持
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
黒
字
に
し
て
、
将
来
債

務
の
縮
減
を
担
保
し
て
い
る
点

を
評
価
す
る
。　

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
ま
め

バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
の
製
作
販
売
、

公
共
物
へ
の
有
料
広
告
制
度
の

導
入
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業

な
ど
の
実
施
を
評
価
す
る
。
ま

た
、梅
郷
駅
の
東
西
自
由
通
路
、

東
口
駅
前
広
場
の
整
備
に
合
わ

せ
、
継
続
費
を
新
規
設
定
し
な

が
ら
梅
郷
駅
東
口
自
転
車
等
駐

車
場
整
備
事
業
の
進
捗
を
図
る

な
ど
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
者
福
祉

と
し
て
、
障
害
者
支
援
施
設
等

通
所
者
交
通
費
助
成
や
障
害
者

総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
等
を
継
続
実
施
し
て
い

る
。
児
童
福
祉
と
し
て
、
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計

画
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
地

域
子
育
て
拠
点
整
備
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
情
報
交
換
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
妊
婦
健
診
の

公
費
負
担
回
数
の
拡
充
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
五
歳

児
健
診
な
ど
の
実
施
を
評
価
す

る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
安
全

で
安
心
で
き
る
農
産
物
等
を
販

売
す
る
農
産
物
直
売
所
「
ゆ
め

あ
ぐ
り
野
田
」
の
オ
ー
プ
ン
や

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
も
み
殼
、
牛

ふ
ん
、
剪
定
枝
等
を
活
用
し
た

堆
肥
の
施
用
、
減
農
薬
・
減
化

学
肥
料
に
よ
る
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

商
工
費
で
は
、
世
界
的
な
資

源
・
食
料
価
格
の
高
騰
や
景
気

の
後
退
に
伴
う
雇
用
情
勢
の
悪

化
に
対
応
す
る
た
め
、
離
職
者

を
雇
用
す
る
事
業
者
に
対
し
て

奨
励
金
を
交
付
す
る
緊
急
雇
用

対
策
奨
励
金
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

対
策
と
し
て
創
設
し
た
原
油
価

格
高
騰
対
策
等
利
子
補
給
金
の

増
額
を
行
っ
て
い
る
。

　

土
木
費
で
は
、
川
間
駅
北
口

関
連
整
備
事
業
、
江
川
地
区
自

然
環
境
整
備
事
業
、
合
併
関
連

事
業
と
し
て
、
船
形
吉
春
線
道

路
改
良
事
業
、
生
活
道
路
等
整

備
事
業
等
が
着
実
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

教
育
費
で
は
、
地
域
教
育
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
実
施
、

木
間
ケ
瀬
中
学
校
の
用
地
拡
張
、

学
校
耐
震
補
強
事
業
、
北
部
小

学
校
普
通
教
室
等
整
備
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
の
委

託
化
な
ど
に
よ
り
、
教
育
環
境

の
整
備
や
業
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。

■
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

　

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ
た
適

切
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

歳出決算額歳入決算額区　　　　　分

４１,８５８,１８０４２,６６８,７５９一 般 会 計

１５,７０５,３０８１５,７２７,７５２国民健康保険
特

別

会

計

６,３６６,５８３６,４１７,０８２下 水 道 事 業

９２８,８０３９４０,８８６老 人 保 健

４８,８７８１３９,５０６用 地 取 得

６,１９６,８６９６,３００,５１７介 護 保 険

４０４,１９８４０６,４２９次木親野井特定
土地区画整理事業

９２７,７２５９３４,８８７後期高齢者医療

７２,４３６,５４４７３,５３５,８１８合　　　　　　計

平成20年度各会計決算の状況（千円）
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